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事業紹介
　デリバリー事業では、社会的インフラと

して、世の中の「信頼」と「期待」に応え、

「一番身近で、一番愛される企業」を目指

して、「誰でも、欲しい物を、欲しい時に手

に入れられる社会」そして「生活者が地

域差なく豊かで便利な生活が送れる社

会」を実現するために、グループ経営資

源を活用し、お客様にとってより便利で快

適なサービスを提供する事業展開に取り

組んでいます。

　デリバリー事業を取り巻く環境は、転換

期を迎えています。国内市場は、e-コマー

ス市場・個人間取引市場の拡大や企業

間物流の多頻度小ロット化により、物量が

増加傾向にあります。

　また、人口の都市集中や通販企業など

の異業種による物流参入が顕在化してい

ます。そして消費者側は、核家族化や共

働き世帯の増加によって、多忙な生活に

合わせた合理的な荷物の受け取りニーズ

が高まり、柔軟なサービスを求めるように

なっています。

　一方で、少子高齢化による労働力不

足や過疎化の影響が加速しており、宅急

便ネットワークと高品質なサービスを維持

するため、世の中の変化に対応できる環

境整備を進めることが重要な経営テーマ

となっています。

　このような環境下において、国内市場

では、企業物流に対するソリューション提

案力の強化と、消費者の多様化するニー

ズに対応した商品・サービスの進化、地域

活性化ニーズへの対応を更に進化させ、

お客様に対する利便性を向上させていき

ます。また、これらと並行して高品質な

サービスを維持・向上するために必要な

体制強化を進めています。

　一方で、海外市場では、アジア圏における

新興国の急激な経済成長に伴い、宅急便

事業のさらなる拡大を進め、国内外一貫輸

送プラットフォームの構築を推進しています。

デリバリー事業では、お客様にとって「一番身近で、一番愛される企業」を
目指し、豊かな社会の実現に貢献するために、宅急便を中心とした事業展
開に取り組んでいます。

セグメント別事業概況

長尾 裕
ヤマト運輸株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

デリバリー事業

　これらの取り組みにより、「バリュー・ネッ

トワーキング」構想では、物流を「コスト」

ではなく、「バリュー（付加価値）を生み

出す手段」に進化させ、お客様の業種・

事業規模を問わない「物流改革」を実現

していきます。

̶̶̶̶̶

2015年3月期の振り返り
　2015年3月期は、中期経営計画「ＤＡＮ-

ＴＯＴＳＵ３か年計画ＳＴＥＰ」の初年度と

して、前期までに築き上げた「成長のため

の基盤」をさらに強化し、機能させること

で、社会的インフラとして世の中の「信頼」

と「期待」に応えていくための取り組みを

行いました。

　具体的には第一に、変化していく環境

の中で継続的なサービス品質を提供する

ため、収支構造の改革に取り組みました。

改革の一環として収益構造については、

宅急便における適正料金収受施策を



36 YAMATO HOLDINGS CO., LTD.  アニュアルレポート2015

着実に推進したことにより、宅急便の増収

を図ることができました。当社を取り巻く 

経営環境が厳しくなりつつある今、サービ

スの維持・向上には相応のコストがかかる

ことをお客様にご説明し、サービスに見

合った料金を頂戴することにご理解をいた

だくことができました。また、コスト構造につ

いては、業務量予測に基づく稼働設計の

精度向上と、輸送量予測に基づく配車計

画と実績管理の強化に取り組みました。

　第二に、e-コマース市場の拡大に伴

い、受け取りの利便性向上に対するお客

様ニーズに対応するため、きめ細かい

サービス提供に取り組みました。会員制

サービス「クロネコメンバーズ」のお客様

に向けては、通販商品購入時に、ヤマト

運輸の直営店やコンビニエンスストアでの

受け取りを選択できる「宅急便受取場所

選択サービス」の拡充を図りました。また、

電子マネーカードを使用した簡単な決済

により、宅急便を割引価格でご利用いた

だける、ヤマト運輸独自の「クロネコメン

バー割」の利用が好調に推移しました。

　第三に、「バリュー・ネットワーキング」 
構想の推進として、「羽田クロノゲート」

「厚木ゲートウェイ」「沖縄国際物流ハブ」

「国内・海外の宅急便ネットワーク」の連

携が具体的に動き始め、香港に続き台湾

向けにも「国際クール宅急便」を開始する

など、ネットワークの拡充に積極的に取り組

みました。現在、アジアの5つの地域で宅

急便・ロジスティクス・決済事業などを組み

合わせた高付加価値サービスを提供して

いますが、今後はさらにボーダレス化が進

み、域内のモノの流れにとどまらない越境

物流が増えていくと予測しています。

　これらの結果により、収益面では個人

消費マインドの冷え込みや、2014年3月

期における消費税増税前の駆け込み需

要の影響等により取扱数量は伸び悩んだ

ものの、営業収益は前期比0.2％増加の

1兆1,014億39百万円となりました。利益

面では業務量に見合ったコスト管理を徹

底したことなどにより、営業利益は前期比

9.6％増加の392億5百万円となり、増収

増益となりました。

̶̶̶̶̶

トップからのメッセージ
　中期経営計画「ＤＡＮ-ＴＯＴＳＵ3か年

計画ＳＴＥＰ」の2年目となる2016年3月期

についても、市場環境の変化に対応した

強固な経営基盤づくりを継続します。環

境変化を新しいビジネスチャンスと捉え、



37YAMATO HOLDINGS CO., LTD.  アニュアルレポート2015

この基盤を足掛かりに「さらなる構造改

革」によって新しい価値を創り出し、後述

の3つの経営方針を実現するための施策

を実行していきます。

　また、2020年3月期に向けて、新たな

事業領域を拡大するとともに、付加価値

を高め、事業の成長力を強化するための

構造改革を実行していきます。

経営方針１

現場重視の全員経営を推進して、 
ヤマトブランドの価値を高める

　企業活動を支える「信頼」という基盤を

揺るぎないものへ変革するため、社員一

人ひとりが能力を発揮し、チームとしての

成長を通じてヤマトブランドの価値を高

め、圧倒的なヤマト品質を全員で創り出し

ます。そのために、「教育体制の強化」や

「チーム力の強化」により現場力の向上を

図り、ラストワンマイルネットワークをさらに

強化します。これらと並行して、「ダイバー

シティの推進」や「組織構造の再編」を行

い、社員がイキイキ仕事のできる環境づく

りを推進していきます。

　また、デリバリー基幹商品の再構築とし

て、お客様の「リスク」を防ぐために2015

年3月をもって、クロネコメール便を廃止

し、2015年4月より、法人専用新サービス

として「クロネコDM便」をリリースしまし

た。そして、さらなる利便性を創り出すた

め、2015年4月より「小さな荷物」をより

リーズナブルに運んでほしいというニーズに

対応した「宅急便コンパクト」「ネコポス」の

小型商品をリリースしました。今後も大型

商品の見直しやタッチポイント（お客様と

の接点）の拡充を図り、世の中へ新たな

価値を提供します。

経営方針2

収支構造を改革し、 
継続的な会社の成長と社員の 

豊かな生活を維持していく

　幹線ネットワークの革新とラストワンマイ

ルの高度化により、輸送・集配のネットワー

ク構造を変革させるため、グループを含む

「全体最適」を実現する仕組みを創り出し

ます。そのために、物流ターミナルである

「ベース拠点の戦略的な再配置」や荷物

の出荷・在庫場所を選ばない「製販分離

の本格運用」を行います。これらと並行し

て、次世代基幹システムである「第8次

NEKOシステム」では、品質の可視化を

目的とした「フルデジタル化」を加速させ、

効率の良い配達の組み方やお届けする

時間をきめ細かく予測することで、集配

効率向上や不在の低減を実現し、お客

様の利便性の向上と高効率な経営を両

立します。

経営方針3

「バリュー・ネットワーキング」構想を実現し、

高度化するお客様のニーズに応えていく

　「バリュー・ネットワーキング」構想の具

現化に向けて、デリバリー事業として、

「止めない物流」を実現します。「羽田クロ

ノゲート」「厚木ゲートウェイ」に加え中部圏

におけるゲートウェイや関西圏にもインフラ

を整備し、「沖縄国際物流ハブ」「国内・海

外の宅急便ネットワーク」との連携により、

「大都市間当日配送」や「アジア圏の翌日

配送」をさらに拡大していきます。また、モ

ノが止まらずにリードタイムを短縮し、在庫

削減といったお客様にとっての高付加価

値を実現することで、物流を「運ぶ」から

「バリューを生み出す手段」へさらに進化

させていきます。そのために、ヤマトグルー

プの様々な機能を結集し、e-コマース事

業者をトータルでサポートするパッケージ

サービスとして、2015年6月に「YES!

（Yamato Ec Solutions）」をリリースし

ました。今後もオムニチャネルの拡大と合

わせて、積極的に展開していきます。

　また、「ヤマト クラウドデポ」による企業

経営支援の推進や販路拡大に向けた

「国際クール宅急便」の取り扱い国の拡

大を推進します。

̶̶̶̶̶

　これらのソリューションは、「送り手（供給）」

側の視点だけでなく、「受け手（調達）」側

の要望を捉えた「デマンドチェーン」の視点

を重視して推進していきます。

　中期経営計画達成に向けた、上記を

中心とする2016年3月期の取り組みに対

して、環境変化に柔軟な対応を行いなが

ら計画を着実に実行していきます。
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事業紹介
　BIZ-ロジ事業は宅急便ネットワークをは

じめとしたグループの経営資源に、ロジス

ティクス機能、メンテナンス・リコール対応

機能、国際輸送機能などを組み合わせる

ことにより、革新的な物流システムを提供

しています。

　特に、2013年10月に稼働を開始した

「羽田クロノゲート」では、陸・海・空すべ

ての輸送モードに直結する立地を活かし

た「スピード輸送」と「24時間365日稼働

の付加価値機能」を一体化した新しい物

流モデルを提供しています。

̶̶̶̶̶

2015年3月期の振り返り
　2015年3月期は、「バリュー・ネットワー

キング」構想のもと、イノベーションを具体

化することによる事業領域の拡大に取り

組みました。

　「羽田クロノゲート」では、ロジスティクス

機能と宅急便ネットワークを活用して、ビ

ジョンケア用品（使い捨てコンタクトレンズ

製品）の配送サービスを開始しました。

コンタクトレンズの出庫作業と、全国の販

売店や個人のお客様への配送までを

シームレスにつなぐことで、物流の効率化

と配送スピードの向上を実現しました。

　また、「厚木ゲートウェイ」では、当日に

お届けできるネットワークを活かした、通販

支援サービスの提供を進めました。翌日

配達エリアの拡大と、流通在庫の最少化

を両立させる「在庫フリー」の考え方を具

体化することにより、中小通販事業者も

大手通販と同質のサービス提供が可能と

なり、多くの通販事業者にご利用いただ

いています。

　さらに、食品自主回収やリコール対応

のニーズが高まる中、迅速な利用者対応

窓口の開設や返金処理を支援するリコー

本間 耕司
ヤマトロジスティクス株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

ルサポートサービスの拡大を図りました。

製品を利用されるお客様の安全意識の

高まりに対して、プロジェクト全体のコー

ディネートと宅急便ネットワークを活かした

スピーディーな製品回収が評価され、多く

の企業に導入いただくことができました。

　このように、スピード化・多機能化が求

められる企業間物流において、最適なソ

リューションが提供できるよう事業を有機

的に連携させ、体制の強靭化、スピード

化を図りました。

　その結果、営業収益は1,038億21百

万円となり前期比15.0%増、営業利益は

46億83百万円で前期比37.6％増となりま

した。

̶̶̶̶̶

トップからのメッセージ
　日本が世界に先駆けてイノベーションを

生み出す拠点となっていくために、今後ま

BIZ-ロジ事業は、ロジスティクスにイノベーションを起こす「LOGINNOVATION」
のコンセプトのもと、革新的なロジスティクスソリューションの創出を通じて、
お客様企業とその先にいる消費者へ満足・感動の提供を目指します。

BIZ-ロジ事業
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すます国際化していくことが予想されます。

　また、東京オリンピック・パラリンピックが

開催される2020年に向けて、国境を越え

た人の移動、企業の進出がさらに加速

し、日本には世界中の資本と人材が集ま

るようになると考えています。

　従来のサプライチェーンに変化が生じ

るこのタイミングは、BIZ-ロジの各事業に

とっても大きなビジネスチャンスであり、最

先端の技術や文化を世界の人たちに見

てもらえる好機と捉えて、様々なソリュー

ションを提供していきます。

　その1つに、日本国内に物流ネットワー

クを持たない海外企業に対して、貿易・保

管・配送・回収・修理にわたるトータル物流

アウトソーシングサービスを提供します。

　2つ目に、増加する来日外国人が便利で

快適に過ごせるよう、利用者の視点に立っ

た生活関連サービスを提供していきます。

　3つ目に、日本から海外に進出する企

業に対して、人の移動、設備・什器の輸

送、物資の調達・貿易、現地での販売活

動を複合的に支援するセールスチェーン

を確立し、拡大するグループネットワークを

活用することで、日系企業の海外展開を

ボーダレスにサポートするプラットフォーム

の構築に取り組みます。

　「DAN-TOTSU経営計画2019」で掲

げる「アジアNo.1の流通・生活支援ソ

リューションプロバイダー」の実現に向け

て、BIZ-ロジ事業は「企業間物流のフロン

トランナー」の役割を果たしていきます。

　そのために、事業が持つバリューチェーン

の領域を広げる事業構造改革と、劇的な

コスト低減を実現するコスト構造改革の

推進を加速させていきます。

　今後、これまで培ってきた基盤事業を

高度化させ、グループの資源を活かすこ

とにより、新しい付加価値を提供し、豊か

な社会の実現に貢献していきます。

羽田クロノゲートでの新しい物流モデル

病院
家電
ユーザー

宅急便ターミナル内の「FRAPS*」

* Free Rack Auto Pick System：
 ラストワンマイルネットワークのクラウド利用を可能にする
独自規格の流動型ラックによるピッキングシステムです。

家電修理 医療機器洗浄

家電修理機能、医療機器洗浄機能との連携により、
回収～メンテナンス～配送の

リードタイムを短縮

宅急便
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EDI
（電子データ
取引）による
出荷手配

開梱設置 取付・組立
決済

代引き／Web
ԼऔΓ ฦ඼ങऔΓ ೖସ͑

2015年3月期の振り返り
　2015年3月期は、「DAN-TOTSU3か

年計画STEP」の初年度として、「高付加

価値モデルの創出」と健全な企業風土の

醸成に向けた「経営基盤の強化」に取り

組み、経営体質の強化に努めました。

　個人向けサービスにおいては、お部屋

の清掃や不用品の買い取りなど、日常の

お困りごとを解消する「快適生活サポート

サービス」を2014年10月より正式販売し、

全国エリアでのプロモーションや販売を推

進しました。また、家財宅急便において

は、5月より通販事業者様向けに配送時

不用品引取や家具移動などが付加できる

「らくらく家財宅急便ｅコマース・トータル

サポートサービス」の販売を開始すると

ともに、9月には配達時にお届けする

商品の初期設定や取り扱い説明などの

オプションサービスを付加できるよう全面

リニューアルを実施しました。また、離島

や過疎地域への家具・家電製品等の出

張販売サービスなども積極的に展開しま

した。

　法人向けサービスにおいては、家庭

内発電装置や蓄電池などの住宅設備、

コピー機・複合機、デジタルサイネージ等

の業務用設備の保管から配送・設置、

工事・保守、メンテナンスまでをワンストッ

市野 厚史
ヤマトホームコンビニエンス株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

プで提供する「テクニカルネットワーク事

業」の販売を強化しました。また、長年に

わたって培ってきた日本各地の調達の能

力を活かして、企業のお客様の店舗集客

力の向上や福利厚生の充実などを支援

する物品調達サービスを展開し、多くの

お客様にご利用いただきました。

　営業収益は、成長戦略商品である「快

適生活サポートサービス」や「テクニカル

ネットワーク事業」などが伸長しましたが、

消費税増税後の反動減で家具や家電等

の耐久消費材の取り扱いが減少した結

果、484億75百万円となり、前期に対し

て0.5%減少しました。

ホームコンビニエンス事業では、引越サービスや家財配送設置サービスに加
えて、家庭内のご不便を解消する生活支援サービスを提供しています。
　また、そのネットワークを活用して、企業や行政などの法人のお客様に対し、
販売支援やコストダウンにつながる様々なご提案を展開しています。

ホームコンビニエンス事業

らくらく家財宅急便 eコマース・トータルサポートサービス

通販会社様 購入者様
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　営業利益は、人的関連費用の変動管

理を徹底したことに加え、平日の生産性が

向上したことにより、6億13百万円となり、

前期に比べ181.9%、3億96百万円増加

しました。

̶̶̶̶̶

トップからのメッセージ
　中期経営計画「DAN-TOTSU3か年

計画STEP」の2年目となる2016年3月期

においても、「高付加価値モデルの創出」

と健全な企業風土の醸成を目指した「経

営基盤の強化」の両立を目指した経営を

進めていきます。

　個人向けサービスにおいては、2014年

に全国販売を開始した「快適生活サポート

サービス」の商品ラインナップの拡充を進め

ます。現代社会においては、ITや物流網

の発達によって、家にいながらいつでも

様 な々手続きをしたり、物を購買したりする

ことが容易になりました。プライバシーが守

られた空間である自宅においての消費活

動は今後活性化する傾向にあり、単なる

不便の解消といったニーズにとどまらず、

「自分らしく、快適に過ごしたい」といった

個人の嗜好に合った生活スタイルの確立

を目的とした消費はますます進んでいくと思

われます。私たちヤマトホームコンビニエン

スは、重いものでも嵩張るものでも全国一

つの指示系統でコントロールできる2マン

ネットワークを所持する唯一の企業です。

また、第一線の社員は電気工事士、古物

取り扱い、産業廃棄物収集運搬など高度

な技術と資格を有しています。引越や家

事代行サービスで培ったきめ細かなサービ

スも提供できます。そして何よりも安心して

ご自宅の玄関を開けていただけるクロネコ

ブランドを持っています。クロネコブランドを

活かして、引き続き、「ご家庭内のお困りご

との解消」と「個々人の自己実現の支援」

の両立を実現するサービスを提供していき

ます。

　法人向けサービスにおいては、「テクニ

カルネットワーク事業」の販売強化に加え、

オフィス引越や快適生活サポートサービス

で培ったノウハウと2マンネットワークを活

用した「オフィスケアソリューションサービ

ス」をスタートさせます。什器やオフィス機

器のクリーニングによる資産効率改善支

援、電気料金等のコスト削減支援、ス

ケールメリットを活かした調達支援など中

小企業を中心にソリューション営業を推進

します。

　また、「3R（リデュース・リユース・リサイ

クル）市場」へのサービス展開を図ってい

きます。これまでも当社では、引越の際に

発生する不用となった家具・家電等をレン

タルとしての再利用や、当社のリサイクル

センター、流通が不便な離島や過疎地域

へ青空市で販売するなどのリユースの展

開をしていました。このほか、3R市場へ

のサービス展開の一環としては、エコ

キュートや太陽光等のエネルギー関連設

備が販売から約10年が経過し、今後、商

品寿命を迎えていきます。この分野にグ

ループ各社と連携して配送同時回収、工

事、分解・分別までの再資源化に向けた

ワンストップサービスを展開していきます。

また、2015年に入り通販事業者様向け

に大型家電リサイクル商品を配送と同時

に現地査定、回収、指定取引先場所まで

持込む「家電リサイクルサポートサービス」

を販売しています。通販業者様のコンプ

ライアンス経営に寄与すると同時に、循環

型社会の実現に向けた一介になれる様

に推進を強化します。

　経営基盤の強化に向けては「YHC*

規範」を基礎とし、安全・コンプライアンス

対策や顧客対応の強化を図るとともに、

事業運営の後方支援ならびにコスト構造

改革を行い「お客様・社会・社員に満足さ

れる企業」に向けて、健全で強固な経営

基盤を構築します。

　今後も社会から必要とされ、お客様か

らご愛顧いただける事業を展開し、企業

価値を高めていきます。

* YHC：ヤマトホームコンビニエンス

家具の移動

換気扇の清掃
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事業紹介
　e-ビジネス事業では、企業向けクラウド

型（ASP／SaaS）サービスや情報システム

の開発・運用などの情報サービス事業に

取り組んでいます。

　ICTを切り口に、お客様のパートナーと

してその業務プロセスの効率化を推進す

ることにより、潜在的な課題の解決を支援

し、顧客の販売拡大やコスト削減につな

がるソリューション提案を積極的に行って

います。

̶̶̶̶̶

2015年3月期の振り返り
　e-ビジネス事業では、お客様の業務プ

ロセスの効率化や潜在的な課題の解決

に向けて、情報機能に物流機能、決済機

能を融合させたソリューション提案を積極

的に行いました。また、ヤマトグループ全

体の事業展開に伴うシステム開発および

運用を行いました。

　電子マネー関連サービスにおいては、

フィナンシャル事業と連携し、複数のブラン

ドの電子マネーが1台で決済できる「マル

チ電子マネー決済端末」の設置・運用を

星野 芳彦
ヤマトシステム開発株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

推進してきました。当期においては、ア

ミューズメント市場に本格展開し、端末の

設置と利用を拡大させました。

　e-ロジソリューション事業では、通信機器

事業者様やケーブルテレビ事業者様など、

製品の個体管理を必要とするお客様に向

けては、宅急便事業の荷物追跡ノウハウを

活用した“モノ”の流れや所在を可視化す

るサービスを提供しています。当期におい

ては、MVNO*市場の拡大に合わせた

MVNO*参入事業者向け機器設定・再生

サービスが事業展開を加速させ、セットアッ

プ・ロジソリューション事業として、e-ロジソ

リューション事業から独立した事業として管

理し始めました。

　e-オンデマンドソリューション事業で

は、製薬業界のお客様をはじめとして、

販促品の管理・オンデマンド印刷・適時

配送により営業効率アップや在庫削減を

実現するサービスを展開し、堅調に推移

しています。

　ストアICTソリューション事業では、小売

業者様の中元・歳暮ギフト品の出荷や通販

事業者様の返品交換などの引取を行う

サービスを展開し、堅調に推移しています。

e-ビジネス事業は、グループをICT（Information and Communication 

Technology）で支援し、「バリュー・ネットワーキング」構想を具現化すると
ともに、グループの経営資源である物流機能と決済機能を組み合わせた最適
なソリューションを提供し、お客様の事業発展に貢献します。

e-ビジネス事業

MVNO事業者 *向け業務支援

* MVNO（Mobile Virtual Network Operator）事業者：
 仮想移動体通信事業者。携帯電話やPHSなどの物理
的な通信回線網を自社では持たず、実際に保有する他
の事業者から借りて自社ブランドにて通信サービスを提
供する事業者のこと。



43YAMATO HOLDINGS CO., LTD.  アニュアルレポート2015

　海外展開においては、ヤマトグループ

のアジア進出に歩調を合わせてICTの側

面からサポートしています。

　以上の結果、営業収益は、消費税増

税に伴うIT関連投資の反動減などにより

404億87百万円となり、前期に比べ0.8％

減少しました。営業利益は、新規事業所

の開設に伴う費用が嵩んだことなどにより

77億57百万円となり、前期に比べ3.7％

減少しました。

̶̶̶̶̶

トップからのメッセージ
　中長期の取り組みとしては、「バリュー・

ネットワーキング」構想の具現化をICTで

加速させます。そのために、高付加価値

モデルの創出と基盤事業の確実な成長

を実現するとともに、外部環境に影響され

ないよう経営体質の強化を図ります。

　高付加価値モデルの創出としては、

ヤマトグループの経営資源を連携し、

お客様の業務プロセスを効率化するICT

ソリューションを市場ごとに展開していきます。

　基盤事業の確実な成長としては2つあ

り、1つ目は、これまで業務ノウハウを蓄積

してきた事業に関しては、自分たちの強み

を発揮できる市場で業務ノウハウを高度

化していきます。2つ目は、メイン市場が明

確な事業に関しては、お客様の業務プロ

セス全体の効率化とその周辺の環境をサ

ポートするような仕組みを提供し、事業領

域を拡大していきます。

　グループの IT戦略としては、各グルー

プ会社の上流工程に参画し、IT戦略とし

て新たな技術を研究・活用していきます。

　e-ビジネス事業は、ICTを切り口にヤマ

トグループの経営資源である物流機能と

決済機能を組み合わせた最適なソリュー

ションをお客様に提供するとともに、各グ

ループ会社の継続的な事業成長を支え

る、新しい技術の研究・開発に取り組んで

いきます。

e-ロジソリューション

ヤマトグループの
お取引先

お取引先のお客様

ϠϚτάϧʔϓͷΦϖϨʔγϣϯ

トレーシングにより
情報を一元管理

個体管理により、スピーディーかつ正確な回答

情報履歴管理
保管・輸配送

生産拠点

販売拠点

お客様 物流拠点

情報の流れ

モノの流れ
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事業紹介
　フィナンシャル事業では、国内外で決

済・金融ソリューションを提供し、生活者の

便利と事業者の流通改革を実現する強

力なパートナーとなることを目指し、通販商

品配達時の代金回収業務や企業間の決

済業務など、お客様の要望に合わせた、

様々な決済手段への対応に取り組んでい

ます。長期経営計画「DAN-TOTSU経

営計画2019」においては、通販事業を中

心とした決済における「シェアNo.1」を目

指し、EC市場での戦略強化を進めるとと

もに、決済に関わるソリューション提案の推

進に取り組みます。

̶̶̶̶̶

2015年3月期の振り返り
　BtoC市場では、成長を続けるネット通販

に向けて、入金管理や精算までの事務処

理機能を一括して提供する「クロネコweb

コレクト」だけでなく、商品の受取後に確認

してからコンビニで支払える「クロネコ代金

後払いサービス」についてもサービスを拡充

し、積極的な営業展開を図りました。例え

ば、お客様の注文時に利便性を向上させ

るような「継続課金」「金額変更」といった

機能強化を行い、ECサイト構築会社とのア

ライアンスを強化するなどの取り組みを推進

しました。また、普及率、活用シーンが拡大

している電子マネー市場に対応し、マルチ

電子マネー決済端末のレンタルに加えて、

販促支援までを行う包括的なソリューション

提案を推進しました。

　国内BtoB市場においては、「クロネコ

あんしん決済サービス」を通じて、売り手

側の販路拡大と買い手側の信用取引を

支援するとともに、業務の効率化につな

げ、売掛金管理や未回収リスクの低減と

いった価値を提供しました。買い手事業

者によるWeb申込み、審査スピードアップ

等、機能の向上も積極的に行いました。

　リース事業は、お客様のニーズを捉え

て、車両探しの支援や提案を行ったり、車

齢の長期化による修繕費やリース料の低

減に関わる提案を行ったりすることにより、

戦略商品の「3年オペレーティングリース」や

「中古車リース」の収益が拡大しました。

　海外では、すでに展開しているエリア

（上海・シンガポール・香港・マレーシア）に

て現地競合他社との差別化を追求し、

フィナンシャル事業では、国内外で決済・金融ソリューションを提供し、生活
者の便利と事業者の流通改革を実現する強力なパートナーとなることを目指
し、様々な決済手段での対応に取り組んでいます。

フィナンシャル事業

栗栖 利蔵
ヤマトフィナンシャル株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

お届け時電子マネー払い

マルチ電子マネー決済端末
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現地のお客様の習慣・ニーズに合わせ

た提案をしました。さらに海外のお客様

（買い手）が日本の通販を利用する際にク

レジットカードで決済できる「越境決済サー

ビス」について、海外に販路を拡大したい

と考える通販事業者をターゲットに海外通

販セミナーを開催しました。

　以上の結果、営業収益は666億58百

万円となり、リース事業が順調に推移した

ことに加え、電子マネーの決済件数が増

加したことなどにより、前期に比べて6.3％

増加しました。営業利益は消費税増税の

反動減等の影響もあり、89億18百万円

と、前期に比べ5.2％減少しました。

̶̶̶̶̶

トップからのメッセージ
　ＢtoＣ市場においては、ＥＣを中心として

通販市場がさらに拡大していくと見込ま

れ、通販事業者には、様 な々決済ソリュー

ションを提供していきます。そのためには、

戦略商品「クロネコwebコレクト」の機能強

化を行うとともに、新しく通販事業を始めよ

うとする事業者に対して、簡単に立ち上げ

られるパッケージ商品の開発など、新たな

取り組みを実施します。また、サービスサイ

トのリニューアルなどプロモーションにおい

ても積極的に展開し、通販事業者への訴

求力を高めていきます。

　一方、生活者に対しては、「安心・安

全・便利」に欲しい商品を購入していただ

けるよう「クロネコ代金後払いサービス」に

よるコンビニ決済を拡充するなど、多様化

するニーズに柔軟に対応していきます。

　今後は、「決済」という単機能の提供に

とどまらず、グループの総合力を活かした

トータルソリューション提案により、通販事

業者・生活者双方に利便性を享受いただ

けるよう、さらに取り組んでいきます。

　BtoB市場においては、「クロネコあん

しん決済サービス」の営業体制強化として

グループの営業力を活用するとともに、ター

ゲット顧客をセグメントしてソリューション提

案することによって、成長を加速させます。

さらには、調達納品市場等における決済

機能と配送との連携など新しい取り組みに

も積極的に挑戦します。

　リース事業においては、大型車両の新

車を中心としたファイナンスリースに加え

て、新車でありながらリース料を安価に提

供できるオペレーティングリース、期間満

了を迎えた良質の車両を事前に把握・提

供する中古車リースなど、グループのネット

ワークと車両に関するトータルソリュー

ション提案によって、収益成長と利益率の

向上を図ります。

　海外市場においては、すでに展開して

いるエリアでは、代金引換を宅急便の付

加価値サービスの一つとして位置付け、

さらなる品質向上のサポートを行います。

新興国エリアにおいては、新たな収益基

盤として、消費者ニーズに即した新しい

EC関連サービスの開発を推進し、将来

のペイメント事業の拡大に取り組みます。

その先行として、BtoB市場において「グ

ローバル調達支援サービス」等、国際貿

易に関わる決済サービスを推進します。

　フィナンシャルフォーメーションでは、「バ

リュー・ネットワーキング」構想に基づくソ

リューション提案を、「FT（決済機能）」の立

場で付加価値をさらに高めていくことによっ

て、生活者の便利と事業者の流通改革を

実現するパートナーを目指します。

「クロネコwebコレクト」サービスのしくみ

通販事業者様

① 商品注文

② 代金支払い手続き

④ 管理画面で入金確認

⑤ 商品配達 ⑥ 一括清算

③ 入金・入金情報

Web上でお選びいただける決済手段
クレジットカード／

コンビニエンスストア（オンライン）
電子マネー／ネットバンキング

ご購入者様

加盟店様管理画面
通販事業者様は、加盟店管理画面（Web）
で、クレジットカード、コンビニエンスストア
（オンライン）、電子マネー、ネットバンクの取
引情報をリアルタイムに確認できます。

ヤマトフィナンシャル
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事業紹介
　オートワークス事業は、「オンリーワンビ

ジネスからナンバーワン企業へ」のビジョン

のもと、ヤマトグループのDNAである「お

客様の立場に立って不便を便利に変えて

いく」という視点に立脚し、車両を扱う物

流・流通事業者向けの車両整備工場とし

て、「24時間365日営業」「稼働を止めな

い整備」「時間軸車検」「巡回点検」な

ど、業界初のメンテナンスサービスを次々

と拡充し、「法定点検の遵守」「車両整備

における利便性」「整備費用の削減」とい

う価値を提供しています。

　さらに、ファシリティやリスクマネジメント

の領域を加え、「施設や設備機器の維持

保全」「保険代理店業として最適な保険

提案」という機能を付加することで、お客

様の事業運営に貢献できるワンストップ

サービスを実現してきました。現在は、さら

なるマネジメントの進化と安心・安全な物

流インフラの実現に注力しています。

基本コンセプト
3つの「C」ともう1つの「C」
　オートワークス事業は、物流・流通事業

者の経営支援を切り口に、3つの「C」を

柱としてワンストップサービスを提供してい

ます。1点目が、経営の基盤であるコンプ

佐々木 敬史郎
ヤマトオートワークス株式会社
代表取締役社長 兼 社長執行役員

ライアンス。移動型工場「リペアワークス」

により、法定点検の実施率を向上させまし

た。2点目が、利便性の追求であるコンビ

ニエンス。24時間365日稼働体制を推進

し、車両が稼働していない時間帯に車

検・整備を行うことができる体制構築を目

オートワークス事業では、「オンリーワンビジネスからナンバーワン企業へ」の
ビジョンのもと、物流・流通事業者様へ「車両整備における利便性の向上」
「整備費用の削減」という価値を中心に「24時間365日営業・お客様の稼
働を止めないサービス」を展開しています。

オートワークス事業

3C ＋ 1C

コンプライアンス
コンビニエンス
コストダウン

＋
クリーン

あんしんインシュアランスカンパニートラックソリューションカンパニー

損害保険代理店

生命保険代理店

車両整備・管理

燃料調達

ファシリティマネジメントカンパニー

施設・設備メンテナンス

荷役機器調達（購買支援SU）
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指しています。3点目が、事業用車両の

稼働率向上支援や調達力を活かしたコス

トダウン。代替等の余剰車両保有を抑制

する施策や、法定点検実施率向上を目的

とした予防整備を推進することで、突発

的なコストの抑制へとつなげています。ま

た、全国ネットワーク力を活かした最適な

部品および燃料の調達を行い、高品質か

つ低コストな商品・サービスをお客様に提

供しています。

　そして、次なる「C」が、ネコロジーを推

し進めるクリーン。時代背景に伴い、自社

の環境への取り組みとして、太陽光発電

機能やＬＥＤ照明などをスーパーワークス

に導入しました。そして電気自動車（EV）

化の将来を見据え、メンテナンスに関わる

新技術対応の体制を強化しています。ま

た、リビルドやリユース部品の推奨などの

再資源化にも積極的に取り組み、社会や

お客様の環境対応を支援していきます。

2015年3月期の振り返り
　営業収益は、前期比5.9%増加の271

億53百万円となり、営業利益は前期比

14.1%増加の37億33百万円となったこと

から、前期に対し増収増益となりました。

　全国28か所の工場で車両会員向け

標準サービスとして「リペアネットワーク」を

開始し、自社工場だけでなく、整備機能を

搭載した専用トラック「リペアワークス」で

お客様を定期訪問し、オイル交換・タイヤ

点検等の各種サービスを行いました。さら

に国家資格を持ったメカニックによるお客

様の整備担当者への問診により、車両管

理に関するお困りごとの解消や計画的な

整備の支援も行いました。

　このネットワーク提案力を活かすことで、

主要指標である車検台数が約79,600台

となり、前期に対し1,050台の取り扱い台

数増につながりました。

基本戦略１  「信頼へ」より近く、より深く、共に創る

① お客様の近くへ（サービスネットワークへの進化）
主要都市へのスーパーワークス配備と診断機能を伴った出張サービスを強化することで、地域
のお客様に密着したサービスを提供すると共に、BCP観点での輸送インフラ維持を推進いた
します。

② より深く（マネジメント領域への深化）
保守維持の視点から「調達支援」「車両・施設・設備・流動機材のマネジメント」「リスクマネジ
メント」の機能を、ＩＴを活用した上で更に深化させ、お客様の視点に立つサービスへと昇華させ
ることで、稼働を止めない永続的なバリューサイクルを創出していきます。

③ 共に創る明日へ（真価を創出）
パートナー企業との連携を強化し、車両や施設設備のメンテナンス周辺サービスの拡充を図る
ことで真の価値を創出し、物流・流通事業者の輸送品質向上に貢献していきます。

基本戦略2   健全な企業風土の醸成

社員一人ひとりが最大限に力を発揮し、信頼を深め合う環境（褒め合う文化）をつくりあげると
同時に、法務・財務の強化を図り、ガバナンスを強化することで、企業理念に則った健全な企
業風土を醸成していきます。

トップからのメッセージ
　2020年3月期までに、物流・流通事業

者の経営効率化パートナーとなり、お客様

の事業構造を変革させ、コスト削減のみ

ならず、消費価格の低減まで含めた良い

循環に貢献し、成長を目指します。

　また、調達支援や保険によるリスク管

理、施設・設備の一括管理機能をさらに

強化させ、マネジメント領域の拡大を目指

します。さらに車両・流動機材の追跡や

防災、BCP強化支援等のお客様の流通

業務の中での新たな市場の創造を図り、

建設分野への進出、海外への展開を含

め、新たなターゲット層の獲得を目指して

いきます。

整備機能を搭載した専用トラック「リペアワークス」

タイヤの残溝、空気圧点検等
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「JITBOXチャーター便」は、複数の企業グループのネットワークを用い

たボックス輸送を通じて、お客様に「適時納品」や「多頻度適量納品」

という付加価値を提供しています。2015年3月期においては、情報シス

テムの進化や品質の改善に取り組んだことに加え、既存のサービスが

好調であったことにより、収益を伸ばしました。

　その他の営業利益は、ヤマトホールディングス株式会社がグループ各

社から受け取る配当金などを除いて15億78百万円となり、前期に比べ

65.2％増加しました。

その他
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